
11
議会だより 第 53号

【質問者 11 名】質問 29 項目
　

質問順

 P11  木村　喜一　議員	  P15　幡谷　好文　議員

 P12  植木　弘子　議員	 小川　賢治　議員
 　 

戸田　見成　議員	  P16 長島　幸男　議員
　
 P13  谷仲　和雄　議員	 福島ヤヨヒ　議員

鈴木　俊一　議員

 P14  村田　春樹 議員

石井　 旭　議員

等
、
地
図
情
報
を
所
管
し
て
い
る

課
と
と
も
に
検
討
す
る
。

Ｑ 

農
地
付
空
家
の
流
通
を
促
す

為
、
農
地
５
０
０
０
㎡
以
上
で
な

い
と
新
規
取
得
が
出
来
な
い
が
他

の
先
進
事
例
に
習
い
面
積
の
緩
和

を
早
急
に
実
施
し
空
家
問
題
の
解

決
を

Ａ 

市
民
生
活
部
長 

下
限
面
積
用

件
を
設
定
で
き
る
特
例
措
置
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
空
き
家
対

策
の
流
通
促
進
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
で
あ
り
、
空
き
家
の
増
加
を
抑
制

す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

Ａ 

農
業
委
員
会
事
務
局
長 

農
地

と
住
宅
確
保
の
2
つ
の
課
題
を
一

度
に
解
決
で
き
る
為
、
積
極
的
に

検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
県
道
・
空
港
ア
ク
セ
ス

道
路
、
将
来
に
わ
た
り
管

理
費
は
全
線
と
も
県
の
負

担
で
。

木村　喜一
Ｑ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
於

け
る
食
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
の
現
状

Ａ 

施
設
整
備
課
長
「
食
べ
残
し
」

は
堆
肥
利
用
、「
調
理
く
ず
」
は

焼
却
処
分
、「
廃
油
」
は
燃
料
や

肥
料
な
ど
に
再
利
用
し
て
い
る
。

Ｑ 

給
食
残
渣
の
資
源
化
モ
デ
ル

事
業
の
導
入
を
望
む

Ａ 

施
設
整
備
課
長 

学
校
給
食
の

み
な
ら
ず
、
市
全
体
様
々
な
機
関

と
連
携
を
と
り
、
事
業
実
施
に
向

け
調
査
、
研
究
に
取
り
組
む
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長 

松
戸
市
等
の

先
進
事
例
を
参
考
に
、
導
入
の
可

能
性
を
研
究
す
る
。

Ｑ 

庁
内
地
図
の
情
報
一
元
化
を

は
か
り
情
報
共
有
に
よ
る
業
務
の

効
率
化
を
望
む

Ａ 

企
画
財
政
部
長 

近
年
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
た
地
図
シ
ス
テ
ム

は
、
必
要
に
応
じ
て
デ
ー
タ
を
共

有
す
る
な
ど
、
効
率
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、
従
来
か
ら
の
地

図
シ
ス
テ
ム
は
、
相
互
利
活
用
が

可
能
か
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ 

一
元
化
さ
れ
た
地
図
情
報
を

市
民
へ
開
示
す
る
窓
口
の
創
設
を

Ａ 

企
画
財
政
部
長 

搭
載
す
る
こ

と
よ
り
閲
覧
す
る
方
の
利
便
性

が
向
上
す
る
地
図
情
報
が
あ
る
か

市民の利便性、庁内業務効率化へ向け調査する

全庁内地図のデジタル一元化をはかり情報の共有を

一般質問します！

市
政
を
質た
だ

す
！

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、市議会議員が市に対して行う質問です。

▲進むアクセス道路工事

一般質問
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Ｑ 

子
育
て
に
つ
い
て

①
幼
稚
園
や
保
育
園
、
特
に
乳
児

等
の
保
育
料
の
無
料
化
に
対
し
て
、

市
は
積
極
的
に
進
め
て
い
く
の
か

Ａ 

福
祉
部
長　
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
虐
待
の
問
題
が
多
発
し

て
い
る
が
、
そ
の
防
止
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

Ａ 

福
祉
部
長
　
今
後
も
各

関
係
機
関
と
事
案
を
共
有
し
な

が
ら
、
虐
待
防
止
に
努
め
る
。

Ｑ 

将
来
の
人
材
を
確
保
す

る
た
め
奨
励
制
度
は

①
様
々
な
資
格
取
得
を
目

指
す
若
者
に
援
助
を

Ａ 

市
長
公
室
長
　
総
合
戦

略
見
直
し
の
際
に
、
制
度
充
実

に
向
け
、調
査
研
究
に
努
め
る
。

Ｑ 

市
が
衰
退
し
な
い
た
め
に
は

①
人
口
減
少
の
決
定
的
施

策
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　
人
口

減
少
の
歯
止
め
と
な
る
よ
う
、
積
極

的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

合
併
以
降
の
財
政
の
推
移
に
つ
い
て

①
財
政
運
営
に
よ
っ
て
、美
野
里
・

小
川
・
玉
里
の
間
に
格
差
が
出
来

て
い
る
が
、
是
正
は
す
る
の
か

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　
新
市

積極的に事業を推進していきたい

戸田　見成

建
設
計
画
を
踏
ま
え
た
財
政

運
営
に
よ
り
、
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
が
図
ら
れ
て
い
る
。

②
市
民
生
活
に
関
す
る
支
出

が
増
え
て
い
る
の
は
大
変
良
い

こ
と
で
あ
る
が
、
財
政
運
営
に

不
安
を
感
じ
る
が
大
丈
夫
か

Ａ 

企
画
財
政
部
長　
財
政

運
営
に
つ
い
て
適
切
に
対
処
し
、

財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
て
い
く
。

Ｑ 

小
美
玉
市
の
近
未
来
は
ど
う
な
る
の
か

①
県
の
中
央
に
あ
る
小
美
玉
市

は
大
変
有
望
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か

Ａ 

市
長
公
室
長　

自
治
体

連
携
に
よ
り
、市
の「
強
み
」

を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

②
水
戸
市
と
連
携
を
強
め
て

い
る
が
、
愚
策
で
は
な
い
の
か

Ａ 

市
長
公
室
長　

関
係
自

治
体
と
情
報
を
共
有
し
、
今

後
も
水
戸
市
周
辺
9
市
町
村

と
の
連
携
を
強
化
し
た
い
。

③
茨
城
は
、
東
京
圏
に
近
く
そ
の

影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
特
に
県

西
、
県
南
地
域
、
つ
く
ば
市
や
土

浦
方
面
と
の
繋
が
り
を
も
っ
と
積

極
的
に
す
べ
き
と
思
う
が
如
何
か

Ａ 

市
長
公
室
長
　
近
隣
市

町
村
を
含
め
た
自
治
体
と
の
連
携

は
、
今
後
も
強
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

買
い
物
弱
者
支
援
、
移

動
販
売
は

Ａ 

市
長
公
室
長
　
今
後
、

高
齢
化
福
祉
対
策
計
画
を

立
て
る
に
あ
た
り
、
ニ
ー

ズ
調
査
等
で
実
態
を
把
握

し
、
買
い
物
弱
者
に
寄
り

添
っ
た
移
動
販
売
な
ど
の

実
施
に
向
け
、
関
係
す
る

部
署
と
そ
の
可
能
性
を
追

及
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

本
市
の
※
Ｓ
Ｄ
G
ｓ
の

考
え
と
取
り
組
み
は

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
各
分
野
に
関
連
す

る
施
策
を
、
第
２
次
総
合

計
画
の
施
策
に
お
い
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
施
策
展
開
の
検
討
や

新
た
な
計
画
策
定
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
考
慮
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

教
育
現
場
で
の
※
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

取
り
組
み
は

Ａ 

教
育
長
　
各
学
校
に
お

い
て
、
各
教
科
の
関
連
も

明
確
に
し
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
と
な
る
児

童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し

た
教
育
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ 

乳
幼
児
の
予
防
接
種
助

成
事
業
は

Ａ 

保
健
衛
生
部
長   

来
年

度
か
ら
、
新
た
に
「
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費
用
」

の
助
成
を
開
始
す
る
。
４

月
1
日
以
降
に
誕
生
し
た

お
子
さ
ん
を
対
象
に
接
種

費
用
の
３
分
の
１
に
相
当

す
る
１
万
円
を
助
成
す
る
。

植木　弘子

持続可能な社会の創り手となる児童生徒の育成を目指す

教育現場での ESD の取り組みは

※ＳＤＧｓ （エスディージーズ） とは…Sustainable　Development　Goals（持続可能

な開発目標）の略称。世界が抱える問題を解決し、持続可能な社会をつくるために世

界が合意した 1 ７の目標と１６９のターゲット。２０３０年までの国際目標として地

球上の誰一人として取り残さないことを誓い、世界各国で取り組まれている。

※ＥＳＤとは…Education for Sustainable　Development（持続発展教育）の略称。持

続可能な社会づくりの担い手（人材）を育成するための教育。

諸問題をもっと積極的に取り組むべきと思うが

一般質問
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建
設
計
画
を
踏
ま
え
た
財
政

運
営
に
よ
り
、
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
が
図
ら
れ
て
い
る
。

②
市
民
生
活
に
関
す
る
支
出

が
増
え
て
い
る
の
は
大
変
良
い

こ
と
で
あ
る
が
、
財
政
運
営
に

不
安
を
感
じ
る
が
大
丈
夫
か

Ａ 

企
画
財
政
部
長　
財
政

運
営
に
つ
い
て
適
切
に
対
処
し
、

財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
て
い
く
。

Ｑ 

小
美
玉
市
の
近
未
来
は
ど
う
な
る
の
か

①
県
の
中
央
に
あ
る
小
美
玉
市

は
大
変
有
望
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か

Ａ 

市
長
公
室
長　

自
治
体

連
携
に
よ
り
、市
の「
強
み
」

を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

②
水
戸
市
と
連
携
を
強
め
て

い
る
が
、
愚
策
で
は
な
い
の
か

Ａ 

市
長
公
室
長　

関
係
自

治
体
と
情
報
を
共
有
し
、
今

後
も
水
戸
市
周
辺
9
市
町
村

と
の
連
携
を
強
化
し
た
い
。

③
茨
城
は
、
東
京
圏
に
近
く
そ
の

影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
特
に
県

西
、
県
南
地
域
、
つ
く
ば
市
や
土

浦
方
面
と
の
繋
が
り
を
も
っ
と
積

極
的
に
す
べ
き
と
思
う
が
如
何
か

Ａ 

市
長
公
室
長
　
近
隣
市

町
村
を
含
め
た
自
治
体
と
の
連
携

は
、
今
後
も
強
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

行
政
評
価
は
施
策･

事

業
の
必
要
性
や
効
率
性
な

ど
を
数
値
等
で
把
握
評
価

し
、
そ
の
結
果
を
次
の
計
画

や
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
手
段
で
あ
り
、
業
務

改
善
の
た
め
の
事
務
事
業

評
価
と
総
合
計
画
の
進
行

管
理
の
た
め
の
施
策
評
価

が
あ
る
。
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
確
立
に
向
け
、
課
題

等
へ
の
取
り
組
み
を
聞
く

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　

H 

20

年
度
か
ら
総
合
計
画
実
施

計
画
調
書
に
よ
り
、
事
務
事

業
を
対
象
と
し
、
活
動
指

標
と
成
果
指
標
に
よ
り
効

率
性･

妥
当
性･

有
効
性
、

事
業
を
廃
止
し
た
場
合
の

影
響
も
含
め
総
合
的
に
評

価
し
予
算
編
成
時
の
判
断

資
料
と
し
て
い
る
。
評
価

の
実
施
は
主
管
課
に
よ
る

1
次
評
価
、
企
画
調
整
課

に
よ
る
2
次
評
価
の
内
部

評
価
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
、
行
政
評
価
は
多

く
の
自
治
体
で
予
算
編
成

に
係
る
判
断
材
料
と
し
て

の
性
質
が
強
く
な
っ
て
い

る
傾
向
か
ら
、
事
務
事
業

の
成
果
や
効
果
を
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
事
業
や

予
算
の
最
適
化
を
図
る
う

え
で
必
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
行
政
評
価
を
行
政

運
営
全
般
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

適
正
な
評
価
の
実
施
、
評

価
者
の
負
担
軽
減
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
と
し
て

の
活
用
方
法
、
評
価
方
法

の
基
準
の
明
確
化
や
シ
ン

プ
ル
な
評
価
手
法
の
構
築

を
検
討
、
又
、
新
た
な
シ

ス
テ
ム
構
築
を
進
め
る
う

え
で
マ
ン
パ
ワ
ー
も
必
要

と
な
る
。
現
状
で
の
体
制

を
見
極
め
検
討
し
て
い
く
。

評価をＰＤＣＡサイクルに活用していくこと

谷仲　和雄

行政評価システム確立への課題は

Ｑ 

消
費
税
10
％
へ
の
市
の

対
応
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　
増
税

前
に
購
入
可
能
な
消
耗
品
や

備
品
な
ど
は
、
消
費
税
８
％

で
計
上
し
て
い
る
。
低
所
得

者
と
低
年
齢
の
子
育
て
世
帯

へ
の
政
府
発
行
の
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
、
市
の
商
品
券

と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
使

用
期
限
も
同
様
と
す
る
。

Ｑ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　
人
件

費
を
含
め
た
窓
口
で
の
住

民
票
１
件
当
た
り
の
発
行

コ
ス
ト
は
３
３
３
円
。
コ

ン
ビ
ニ
交
付
１
件
当
た
り

の
コ
ス
ト
は
４
２
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
ご
み
処

理
は
、
１
キ
ロ
当
た
り
約

24
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ 

茨
城
空
港
周
辺
の
今
後
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長 

空
港
周

辺
の
活
性
化
に
係
る
計
画
と
調

整
し
て
農
振
地
域
の
除
外
を
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ 

市
役
所
本
庁
の
あ
る

堅
倉
地
域
が
、
市
都
で
あ

り
、
市
の
中
心
地
と
も
い

え
る
。
こ
の
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
環
境
整
備
は

Ａ 

市
民
生
活
部
長
　
公
共

下
水
道
の
全
体
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
現
在
竹
原
地

区
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今

後
国
道
６
号
周
辺
地
域
を
取
り

込
み
な
が
ら
、
堅
倉
方
面
に
向

か
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
く
。

し
か
し
な
が
ら
、
莫
大
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、
堅
倉
地
区
の

整
備
時
期
は
か
な
り
先
に
な
っ

て
し
ま
う
。
幹
線
道
路
の
整
備

は
、
具
体
的
な
整
備
ご
要
望
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
関
係
所
管

へ
要
望
し
て
い
く
。
養
鶏
農
家

に
対
し
て
、
鶏
の
羽
の
飛
散
ま

た
臭
気
の
低
減
に
つ
い
て
再
三

指
導
し
て
い
る
が
、
十
分
な
対

策
に
至
っ
て
い
な
い
。

Ｑ 

外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
体
制
は

Ａ 

市
民
生
活
部
長 

住
民

票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
書
等
の

交
付
申
請
書
の
英
語
版
を
順
次

作
成
し
て
い
く
。

Ｑ 

Ｅ
Ｍ
菌
へ
の
市
の
考
え
は

Ａ 

市
民
生
活
部
長 

仲
丸
池

に
お
い
て
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た

水
質
浄
化
対
策
の
事
例
も
あ

る
。
近
隣
事
例
や
、
関
係
自

治
体
の
取
り
組
み
を
調
査
、

研
究
し
水
質
浄
化
に
努
め
る
。

下水道の整備時期はかなり先になってしまう

鈴木　俊一

市役所本庁のある堅倉地域のインフラ整備は

※ＰＤＣＡサイクルとは…Plan（企画）-Do（実

施）-Check（評価）-Action（改善）を行う

ことにより、事業や予算の最適化を図る。

一般質問
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Ｑ 

2
月
26
日
茨
城
県
沖
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
7
ク

ラ
ス
の
大
地
震
が
起
き
る

確
率
は
80
％
あ
る
と
警
戒

を
呼
び
か
け
る
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
た
。
前
回
提
案
し

た
図
上
訓
練
の
実
施
状
況

は
。
ま
た
、
学
校
・
地
域

と
の
防
災
訓
練
の
参
加
状

況
は

Ａ 

危
機
管
理
監　

昨
年

10
月
に
行
わ
れ
た
羽
鳥
小

学
校
の
防
災
訓
練
に
お
い

て
、
５
年
生
の
児
童
と
保

護
者
を
対
象
に
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
訓
練
、
ハ
グ
訓

練
を
実
施
。
ま
た
、
市
職

員
の
災
害
時
の
対
応
力
向

上
を
目
的
に
、
同
様
に
ハ

グ
訓
練
を
実
施
し
た
。

Ａ 

市
長　

今
回
、
防
災
対

策
の
強
化
と
し
て
、
行
政

組
織
の
一
部
機
構
改
革
を

行
っ
た
。
執
行
機
関
の
災
害

発
生
時
の
命
令
系
統
を
明

確
に
し
、
迅
速
か
つ
的
確

な
防
災
対
策
を
可
能
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
可
能
な
限

り
防
災
対
策
の
強
化
を
推

進
し
て
い
く
。

Ｑ 

畜
産
業
に
お
け
る
防
疫
対

策
の
取
り
組
み
は
。
特
に
、

豚
コ
レ
ラ
の
発
生
や
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
は
。

発
生
場
所
で
は
な
い
が
、
前

橋
市
は
、
養
豚
農
家
に
消
毒

薬
を
無
償
配
布
し
、
徹
底
し

た
感
染
防
止
に
支
援
し
た
と

の
記
事
を
見
た
が
、
市
に
は

茨
城
空
港
が
あ
る
。
対
策
を

伺
う

Ａ 

産
業
経
済
部
長  

豚
コ
レ

ラ
に
つ
い
て
は
、
県
家
畜
保

健
衛
生
所
と
連
携
し
防
疫

対
策
を
行
い
、
豚
飼
養
農
業

者
の
全
戸
巡
回
調
査
を
年

１
回
実
施
、
血
液
検
査
を

し
、
発
生
状
況
を
監
視
す

る
と
と
も
に
、
農
業
者
に
、

毎
日
の
健
康
観
察
、
消
毒

な
ど
飼
養
衛
生
管
理
基
準

の
遵
守
の
徹
底
を
周
知
し

て
い
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
消
毒

液
を
養
鶏
農
家
24
農
場
に

１
３
９
本
の
配
布
を
行
い
、

防
疫
対
策
を
支
援
し
、
茨
城

空
港
国
内
線
及
び
国
際
線

の
到
着
口
に
薬
剤
マ
ッ
ト

を
設
置
し
、
市
内
へ
の
侵
入

防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

石井　　旭

防災訓練災害対応の対策強化取り組みは

実施形式を総合型から市民参加型へ移行した

Ｑ 

羽
鳥
駅
東
口
市
有
地
利

活
用
問
題
今
後
の
方
針
は

Ａ 

都
市
建
設
部
長  

将
来

に
わ
た
る
財
政
負
担
へ
の

配
慮
に
鑑
み
、
公
共
施
設

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
前
提
に
議
論
を

重
ね
た
上
で
、
羽
鳥
駅
橋

上
化
後
の
駅
利
用
者
数
や

市
の
将
来
人
口
等
を
注
視

し
、
複
合
型
施
設
の
設
置

を
含
め
た
有
効
な
市
有
地

利
活
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ 

政
策
提
言
の
回
答
結

果
を
見
て
、
市
民
へ
の
負

担
を
考
え
る
な
ら
ば
、
複

合
型
施
設
の
検
討
を
進
め

て
い
か
ず
に
、
市
民
が
集

ま
っ
て
賑
わ
え
る
場
を
提

供
し
た
い
と
提
案
す
る

村田　春樹

羽鳥駅東口市有地利活用問題今後の方針は

幅広い考えを持って今後について検討する

▲現在の羽鳥駅

Ａ 

都
市
建
設
部
長  

さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
、
発
想

な
ど
、
幅
広
い
考
え
を

持
っ
て
今
後
の
市
有
地
利

活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

不
妊
治
療
助
成
事
業
の

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

こ
れ

ま
で
の
市
の
助
成
事
業
を

継
続
し
な
が
ら
、
助
成
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
人
工

授
精
を
含
め
、
可
能
な
範

囲
で
助
成
事
業
の
拡
充
等

の
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ 

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
・
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
宣
言
に
向
け
て
、
意

気
込
み
を
伺
い
た
い

Ａ 

市
長　

国
関
係
の
補

助
事
業
を
検
討
し
な
が

ら
、
第
２
回
小
美
玉
市
環

境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実

施
に
あ
わ
せ
て
、
国
民
運

動
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
・
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
宣
言
に
賛
同
す
る
よ

う
、
前
向
き
に
進
め
て
い

く
。

一般質問
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Ｑ 

畜
産
業
に
お
け
る
防
疫
対

策
の
取
り
組
み
は
。
特
に
、

豚
コ
レ
ラ
の
発
生
や
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
は
。

発
生
場
所
で
は
な
い
が
、
前

橋
市
は
、
養
豚
農
家
に
消
毒

薬
を
無
償
配
布
し
、
徹
底
し

た
感
染
防
止
に
支
援
し
た
と

の
記
事
を
見
た
が
、
市
に
は

茨
城
空
港
が
あ
る
。
対
策
を

伺
う

Ａ 

産
業
経
済
部
長  

豚
コ
レ

ラ
に
つ
い
て
は
、
県
家
畜
保

健
衛
生
所
と
連
携
し
防
疫

対
策
を
行
い
、
豚
飼
養
農
業

者
の
全
戸
巡
回
調
査
を
年

１
回
実
施
、
血
液
検
査
を

し
、
発
生
状
況
を
監
視
す

る
と
と
も
に
、
農
業
者
に
、

毎
日
の
健
康
観
察
、
消
毒

な
ど
飼
養
衛
生
管
理
基
準

の
遵
守
の
徹
底
を
周
知
し

て
い
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
消
毒

液
を
養
鶏
農
家
24
農
場
に

１
３
９
本
の
配
布
を
行
い
、

防
疫
対
策
を
支
援
し
、
茨
城

空
港
国
内
線
及
び
国
際
線

の
到
着
口
に
薬
剤
マ
ッ
ト

を
設
置
し
、
市
内
へ
の
侵
入

防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

Ｑ 

保
育
士
給
与
に
つ
い

て
、
近
隣
自
治
体
と
の
格

差
が
生
じ
て
い
る
が
、
市

の
所
見
は

Ａ 

福
祉
部
長
　
現
行
制
度

で
は
、
地
域
別
の
人
件
費

格
差
、
賃
金
水
準
を
調
整

す
る
た
め
に
、
国
家
公
務

員
の
地
域
手
当
の
区
分
に

準
じ
て
国
が
地
域
区
分
を

設
定
し
て
い
る
。
現
行
制

度
の
地
域
区
分
の
設
定
方

法
で
は
、
生
活
圏
を
同
じ

く
す
る
近
隣
自
治
体
間
に

お
い
て
も
格
差
が
生
じ
、

支
給
割
合
の
低
い
自
治
体

で
の
保
育
士
確
保
に
影
響

を
与
え
る
。
地
域
間
の
格

差
が
是
正
さ
れ
る
よ
う
地

域
区
分
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
県
を
通
じ

て
国
に
働
き
か
け
る
。

Ｑ 

保
育
士
給
与
改
善
等
単

独
補
助
事
業
の
創
設
を
要

望
す
る
が
、
市
の
所
見
は

Ａ 

福
祉
部
長　

小
美
玉
市

の
就
学
前
子
供
に
対
す
る

幼
児
教
育
、
保
育
に
携
わ

る
職
員
が
、
意
欲
と
や
り

が
い
を
持
っ
て
長
く
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職

場
環
境
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
も
、
施
設
、
事
業

所
の
取
り
組
み
に
応
じ
た

給
付
に
つ
い
て
、
今
後
も

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
確

認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｑ 

市
内
の
保
、
幼
、
小
の

連
携
強
化
を
目
的
に
教
育

委
員
会
や
子
ど
も
福
祉
課

等
の
垣
根
を
越
え
た
、
市

民
に
と
っ
て
も
利
便
性
の

高
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

の
創
設
を
要
望
す
る
が
、

市
の
所
見
は

Ａ 
福
祉
部
長
　
子
育
て
の

不
安
や
悩
み
の
軽
減
を
図

る
た
め
の
体
制
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
行
く
。        

教
育
と
福
祉
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
出
産
前
か
ら
社

会
参
加
ま
で
切
れ
目
な
く

支
援
し
て
い
く
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
係

部
局
と
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。

継続的な支援体制を整える

幡谷　好文

市内幼児教育の環境整備強化を

子
ど
も
福
祉
行
政
に
つ
い
て

Ｑ 

児
童
虐
待
の
予
防
、
早

期
発
見
、
早
期
対
応
は

Ａ 

福
祉
部
長　

虐
待
の
予

防
及
び
早
期
発
見
の
た
め

に
関
係
機
関
が
情
報
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
相
談
機

能
の
強
化
を
図
り
、
迅
速
な

状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ 

子
ど
も
へ
の
支
援
は

Ａ 

福
祉
部
長　

ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
各
所
管
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ 

虐
待
相
談
対
応
件
数

は
、
全
国
で
13
万
件
、

本
県
で
も
Ｈ
29
年
度
は

２
２
５
６
件
と
年
々
増
加

し
て
い
る
。
本
市
の
相
談

対
応
件
数
は

Ａ 

福
祉
部
長　

Ｈ
19
年
度

が
20
件
、
Ｈ
29
年
度
が
57
件

と
10
年
間
で
３
倍
と
な
っ

て
い
る
。

観
光
行
政
に
つ
い
て

Ｑ 

花
の
香
る
里
づ
く
り
事
業

希
望
ヶ
丘
公
園
周
辺
の
美

化
活
動
、
観
光
客
の
入
込

客
対
策
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　「
美

野
里
農
作
業
受
託
組
合
」

「
竹
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に

事
業
を
委
託
し
、
５
０
０
万

本
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲

き
、
市
の
代
表
的
な
観
光
名

所
と
な
っ
て
い
る
。
大
型
バ

ス
約
50
台
、
約
２
０
０
０

名
を
超
え
る
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
。

Ｑ 

霞
ヶ
浦
湖
岸
周
辺
事
業

に
つ
い
て
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長　
「
高

崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
事
業

を
委
託
し
、
高
崎
地
区
か

ら
大
井
戸
湖
岸
公
園
先
に

か
け
て
約
４
ｋ
ｍ
の
間
に

菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス
を
咲

か
せ
て
い
る
。
つ
く
ば
霞
ヶ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
に
も

な
っ
て
お
り
、
桜
や
筑
波

山
が
綺
麗
に
見
え
る
魅
力

的
な
区
間
と
し
て
今
後
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
客
の
誘
致

も
図
っ
て
い
き
た
い
。

小川　賢治

本市の児童虐待防止具体策は

予防・早期発見に向け、相談機能の強化を図る

▲つくば霞ヶ浦りんりんロード

　　　　　　（霞ヶ浦湖岸周辺）

一般質問
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Ｑ 

不
用
額
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
か

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

平
成

29
年
度
決
算
で
、
民
生
費
・

教
育
費
・
衛
生
費
の
順
で
多

く
、
7
億
８
３
０
０
万
5
千

円
と
な
り
、
予
算
現
額
に

対
す
る
不
用
額
の
率
は
３
・

０
８
％
で
、
前
年
度
よ
り
増

加
し
て
い
る
が
他
自
治
体
に

比
べ
、
特
段
大
き
い
状
況
で

は
な
い
。

Ｑ 

不
用
額
は
、
ど
の
よ
う

な
原
因
、
事
情
か
ら
発
生
し

て
い
る
の
か 

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　
事
業

が
年
度
間
際
ま
で
進
捗
し
て

い
る
場
合
や
、
支
出
が
一
定

で
は
な
く
、
見
込
み
や
想
定

が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
、

減
額
補
正
を
す
る
の
が
難
し

い
。
ま
た
、
全
般
的
に
な
る

が
、
各
所
管
の
創
意
工
夫
に

よ
る
予
算
執
行
の
結
果
と
し

て
、
不
用
額
が
生
じ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

Ｑ 

不
用
額
の
発
生
理
由
は

歳
出
決
算
に
ど
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
て
い
る
の
か

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

法
令

に
基
づ
く
書
式
に
よ
り
掲
載

Ｑ 

高
齢
者
も
住
み
続
け
ら

れ
る
施
策
の
充
実
の
た
め
、

免
許
返
納
に
対
し
て
の
特
別

施
策
や
、
公
共
交
通
の
充
実
、

生
涯
学
習
施
設
の
不
便
の
な

い
維
持
管
理
、
入
浴
施
設
の

今
後
に
つ
い
て
伺
う

Ａ 

福
祉
部
長　

免
許
返
納
に

特
化
し
て
い
な
い
が
、
70
歳

以
上
の
免
許
の
な
い
方
す
べ

て
に
タ
ク
シ
ー
券
24
枚
を
交

付
し
て
い
る
。
公
共
交
通
は

更
に
利
便
性
を
高
め
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。
公
民
館
等

は
市
民
が
活
動
し
や
す
い
環

境
に
整
え
て
い
き
た
い
。
入

浴
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的

に
沿
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
。

Ｑ 

子
ど
も
子
育
て
支
援
の

た
め
の
保
育
料
無
償
化
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の

か
。
出
産
祝
い
金
の
ほ
か
に

も
新
た
な
お
祝
い
制
度
が
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
対
象
に
な
っ
て

い
る
か

Ａ 

福
祉
部
長
　
３
歳
以
上

の
幼
児
す
べ
て
が
預
か
り
保

育
も
含
め
10
月
よ
り
保
育
料

が
無
償
化
に
な
る
が
、
通
園

送
迎
費
、
食
糧
費
等
は
対
象

外
と
な
る
。
出
産
祝
い
金
に

つ
い
て
は
滞
納
世
帯
に
は
交

付
し
て
い
な
い
。
次
年
度
予

定
事
業
と
し
て
転
入
者
に
対

し
て
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
妊
婦
さ
ん
へ
の
初
た

ま
ご
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
す
べ
て

の
対
象
者
に
送
る
。

Ｑ 

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し

い
男
女
共
同
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
消
防
関
係
に
も
女

性
が
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

願
う
。
市
の
情
報
は
す
べ
て

の
人
に
届
い
て
い
る
か
。
選

挙
を
控
え
て
い
る
が
、
選
挙

公
報
は
す
べ
て
の
家
庭
に
届

け
て
欲
し
い
。
投
票
率
ア
ッ

プ
の
工
夫
は
さ
れ
て
い
る
か

Ａ 

総
務
部
長　

消
防
署
も

ト
イ
レ
改
修
な
ど
女
性
が
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。
選
挙
公
報

は
新
聞
折
込
で
行
っ
て
い
る

が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
り
、
心
身
の
不
自

由
な
方
に
は
希
望
に
よ
り
郵

送
も
し
て
い
る
。
投
票
率

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
中
学
校

で
の
啓
発
な
ど
様
々
な
方
法

で
実
施
し
て
い
る
。

決算の不用額について基本的な考え方は

ダイヤモンドシティ・プロジェクト高齢者も輝く施策を

予算執行を適切に管理し、補正予算により対応している

長島　幸男

福島　ヤヨヒ

内
容
が
決
ま
っ
て
お
り
、
発

生
理
由
は
記
載
さ
れ
な
い

が
、
各
所
管
に
お
い
て
把
握

し
て
い
る
。

【
要
望
】

＊
予
算
に
つ
い
て
は
、
議
会

の
承
認
を
経
て
、
行
政
は
そ

の
範
囲
内
で
執
行
さ
れ
、
予

算
は
収
支
均
衡
が
基
本
で
あ

り
、
赤
字
・
黒
字
と
な
る

と
、
予
算
ど
お
り
執
行
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
い

ず
れ
も
望
ま
し
い
事
で
は
な

い
。
多
額
の
不
用
額
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
速
や
か
に
減

額
補
正
す
べ
き
で
あ
り
、
毎

年
多
額
の
公
債
を
発
行
し
て

い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
適

切
に
目
的
通
り
有
効
に
活
用

し
、
執
行
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
望
む
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
収
入
未
済
額
・
不
納
欠
損

額
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
の
状
況
・
実

状
に
つ
い
て

・
徴
収
対
策
は
、
滞
納
整
理

方
針
・
滞
納
整
理
計
画
に
つ

い
て

・
不
納
欠
損
に
な
ら
な
い
た

め
の
計
画
・
改
善
に
つ
い
て

高齢者に満足してもらえるまちづくりを推進していく

一般質問


